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ニューラルMTの登場による目標言語流暢性の大幅な向上 

典型的な反応の一例 

今の機械翻訳はすでに「TOEIC960点を超えるレベル」。それでもまだ文ごとの翻訳になっ
ていて人のレビューが必要な箇所は残る。しかし、2021年になると文章全体に対する翻訳
に進化。すると伝えようとする意図をより正確に判断し、各センテンスの翻訳もより自然。
もはや人間が勝てないレベルになる。（2019年5月19日 https://twitter.com/gĳigae/
status/1129538131768664064） 

‣ 翻訳は「言語」のプロセス？ 

‣ 人間？ 

欧州共通翻訳修士2017コンピテンス枠組み 

少なくとも二言語における高度な言語コンピテンスは（翻訳学修士で学ぶにあたって）前
提要件（prerequisite）である。 

ISO17100 翻訳サービスに関する国際規格 

資格のある翻訳者が・・・ 

技術的・理論的背景：機械翻訳
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日常的な言語使用の診断から 

1.「文を翻訳する」 

2.「文章を翻訳する」 

3.「文書を翻訳する」 

4.「小説を翻訳する」 

5.「修理書を翻訳する」 

言語学的な意味での言語プロセスではないこと 

私たちの「言語使用」の領域は言語においてではなく文書においてある 

1.「文を翻訳する／書く／読む」 

2.「文章を翻訳する／書く／読む」 

3.「文書を翻訳する／書く／読む」 

4.「小説を翻訳する／書く／読む」 

5.「修理書を翻訳する／書く／読む」 

言語的（言語学的）プロセスではないこと

�3

日常的な言語使用の診断から 

1.「文を言語分析する」 

2.「文章を言語分析する」 

3.「文書を言語分析する」→「文書の言語を分析する」 

4.「小説を言語分析する」→「小説の言語を分析する」 

5.「修理書を言語分析する」→「修理書の言語を分析する」

　　　　　　　　　 

翻訳規範 
• 「文書類型に応じて翻訳する」（Reiss ’84） 
• 「目標言語文書は起点言語文書を正確に反映し
ているか？」（QT21 MQM評価枠組み）

翻訳実務プロセス

翻訳コンピテンス 
• 「良い訳を判断する受動的知識」（Gile ’09） 
• 「翻訳を適切なメタ言語を使って分析し正当化
する力」（EMT 2017 Competence 枠組み）

納品
評価

起点言
語文書

目標言
語文書

行為・操作：概要作成・プロジェクト設置・翻
訳・修正・校閲・レビュー・MT+PE・検品等

契
約

アクター・資源・環境

わかるよね？

できるよね？
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理論的・実践的背景：翻訳



問い：翻訳とは何か？　➡　翻訳とは、何に対し、どのような要素・属性を同定し、 
　　　それにどのような操作を加え、どのような基準でその操作を終了させる行為か？

翻訳規範 
• 「文書類型に応じて翻訳する」（Reiss ’84） 
• 「目標言語文書は起点言語文書を正確に反映し
ているか？」（QT21 MQM評価枠組み）

翻訳実務プロセス

翻訳コンピテンス 
• 「良い訳を判断する受動的知識」（Gile ’09） 
• 「翻訳を適切なメタ言語を使って分析し正当化
する力」（EMT 2017 Competence 枠組み）

納品
評価

起点言
語文書

目標言
語文書

行為・操作：概要作成・プロジェクト設置・翻
訳・修正・校閲・レビュー・MT+PE・検品等

契
約

アクター・資源・環境

わかるよね？

できるよね？

可
操
作
化

• それに従って行動・操作ができるモデルの構築 
• モデルを記述・共有するための言葉の構築 
• 機械的に実行できる領域の同定と技術開発

答え：理論：翻訳プロセス・モデルとメタ言語の構築　➡　実務・教育・技術への展開
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本研究のタスクと位置づけ
「できる」ことと「わかる」こと（ライプニッツの夢） 

翻訳すること・書くこと・読むこと　とはいかなる行為か？ 

技術の理論的（！）位置付け 

AIの1つの本質というのは、今、擬人化してしか説明できないことを、擬人化せずに説明
する方法なんじゃないかと思う。たとえば「判断する」とか、「考える」とか、「わか
る」というのは、全部擬人化していうわけですね。システムがわかるとか。もしそうい
うシステムができたならば、擬人化しない用語を使って説明できるようになっているん
じゃないかと（佐藤理史 (2019)「座談会　人工知能研究は何をめざすか（後編）」『科
学』89(5)） 

ただしデータ＋end-to-end深層学習はまさにこれを迂回する

さらに踏み込んだ理論的背景
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So the following statement should have been taken into account, among others: 

締約国は、特に、人種隔離及びアパルトヘイトを非難し、また、自国の管轄の下にあ 
る領域におけるこの種のすべての慣行を防止し、禁止し及び根絶することを約束する。 

Justice Baltasar Garzón decided to indict Augusto Pinochet in 1998, he was …

翻訳プロセス・モデル

目的定義　起点言語文書の読者と対応する読者を想定、同じ文書クラスの文書を生成 
文書属性同定　分野：法律　タイプ：雑誌記事　言語使用域：法専門家・書記・公式　年代：… 
内容類型同定：イベントの報告　　発生時間：1998年 
構成要素 
　引用抽出・同定：人種差別撤廃条約第3条　日本語正訳有　義務的引用　置換 
　固有名抽出：Baltasar Garzón; Augusto Pinochet　使用域での日本語標記揺れ：有 
　　　　　義務的参照情報源：『岩波-ケンブリッジ世界人名辞典』『岩波世界人名大辞典』…

起点→目標変換
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翻訳プロセス・モデル　
‣ 翻訳におけるアイテムの操作と決定の手順を具体的・体系的に記述 
‣ 規範を決定のステップに、コンピテンスを操作グループと要件に割付け 
‣ プロセス規範（決定の要件）とプロダクト規範（目標言語文書の品質評価基準）を対応付け 

‣ 目的に応じた品質を確保する部分プロセス・モデルの定義 
‣ メタ言語（モデルの記述と共有を可能にする標準的な語彙と運用規則）を構築

　➡　世界に先駆けた実効性のある翻訳プロセスの理論化・モデル化

実務・教育・技術への貢献と社会的意義：背景
傾向・課題 
　翻訳ニーズの増大 　➡　効率化・翻訳者養成の強化 
　翻訳時間短縮圧力　➡　効率化・機械化 
　対象言語の拡大　　➡　言語力と独立した翻訳コンピテンスの整理 
　翻訳過誤の増加　　➡　体系的品質管理の必要性 

日本の状況 
　非日本語母語話者定住者の増加 
　中小企業の国際取引の拡大 
　外国人旅行者の増加
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教育 技術

実務

理論
解像度の低い理論

翻訳リテラシーの社会的
欠如、コスト削減圧力によ
る翻訳品質の低下

体系的コンピテ 
ンス転移の欠如

翻訳への無理解、翻　　
訳の前提に過ぎない 
多言語操作の最適化

翻訳への理解を 
欠いた相互関係社会的・経済的損失の 

拡大と翻訳技術の喪失
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実務・教育・技術への貢献と社会的意義：現状

メタ  言語

教育 技術

実務

理論
実効性のある理論

次世代翻訳技術の 
課題設定と技術開発

社会的リテラシーの涵養、 
品質要求に応じたプロセス

コンピテンスの体系的 
転移と規模の拡大

翻訳プロセ 
ス・モデル
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拡大する翻訳ニーズへの 
適切な対応

実務・教育・技術への貢献と社会的意義

目標言語文書品質とプロセス規範の
対応の評価 
　（山田・研究員1） 
メタ言語の有効性評価 
　（影浦・研究員2） 

（翻訳プロセス・モデルの改善 
自動化技術の改善・環境の改善） 

　　　　　技術・環境　　　　　　 
　　　　 の有効性評価 

　　　　　　　　　　　　（内山・藤田 
　・　　　　　　　　　　　　阿辺川・宮田）

研究計画

1. 翻訳プロセス・モデルの構築

2019 2020 2021 20232022

2. 自動化技術の開発と実装

3. 統合環境・学習環境の構築

5. 公開・展開

4. 実証実験・評価・フィードバック

翻訳実務プロセスのモデル化 
　（山田・藤田・影浦・宮田・ 
　　阿辺川・研究員1・研究員2） 

規範とコンピテンスの可操作化 
　（山田・研究員1） 

メタ言語の構築 
　（宮田・影浦・内山・研究員2）

（阿辺川・宮田・藤田・山田・研究員1・研究員2・内山）

　（内山・影浦・研究員1）

　（山田・影浦・内山）
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個別課題１：翻訳プロセス・モデルの構築
2019 2020
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出発点：ISO17100 Annex Aの要素 
• 制作前プロセスと作業 
• 制作プロセス（翻訳・チェック・修正・・・） 
• 制作後プロセス 

‣ ちなみにMTはこのうち「制作プロセス」の「翻訳」の一部のみを扱う 



個別課題１：翻訳プロセス・モデルの構築
2019 2020
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出発点：ISO17100 Annex Aの要素 
• 制作前プロセスと作業 
• 制作プロセス（翻訳・チェック・修正・・・） 
• 制作後プロセス 

基本的なタスク 
• これらのプロセスをより詳細に記述し（プロセスのモデル化） 
• 記述に必要な語彙・言語を共有し（メタ言語の構築） 
• 翻訳プロダクト規範をプロセスでのタスクと結びつける（QA規範とコンピテンスの可操作化） 

‣ 進行中 

副産物 
• 翻訳に関与する自動化タスクと要求仕様の定義

個別課題２：自動化技術の開発と実装
2020 2021 2022
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So the following statement should have been taken into account, among others: 

締約国は、特に、人種隔離及びアパルトヘイトを非難し、また、自国の管轄の下にあ 
る領域におけるこの種のすべての慣行を防止し、禁止し及び根絶することを約束する。 

Justice Baltasar Garzón decided to indict Augusto Pinochet in 1998, he was …

起点→目標変換

起点言語文書の自動解析 
• 翻訳で識別している要素の同定 
• それぞれに対応する行為の定義 
• それぞれに対応する要求仕様の定義 

副産物 
• 公開データ 
• シェアドタスク 
• MTの範囲を超えた翻訳プロセスの自動化

状況
研究チームで基本的なことを進めていますが、それだけではできません。 
• 産業翻訳実践の中でのブリーフや個別に特化したQAや課題などの細かい掘り起こし 
• 翻訳ワークフローの中での技術活用の掘り起こし 
• MT系の人たちと翻訳系の人たちのつなぎ 
• 翻訳コンピテンス要請の課題の掘り起こし 
など、多岐にわたる話題で幅広い協力を必要としており、実際にご協力をいただいています。 

例えば 
• ポストエディット東京河野さん・Cistate Solutions柳さん 
• 合同会社グローバリゼーションデザイン研究所西野さん・エヌ・アイ・ティー株式会社新田さん 
等のご協力・アドバイスをいただいております。 

また、学会やオープンフォーラムで関連テーマの知識共有と議論の場を設けています 
• 2020年3月　言語処理学会（茨城）テーマセッション 
• 2020年10月　オープンフォーラム 
他にも定期的にオープンフォーラムを設ける予定です。 

情報および連絡先はこちら 
https://tntc.p.u-tokyo.ac.jp/ 
tntc-info@googlegroups.com
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理論　規範とコンピテンスの可操作化・翻訳プロセスの高解像度なモデル化 
　　　理論と教育・実務・技術との接続、接続を可能にするメタ言語の構築 
　　　➡　実効性のある翻訳プロセスの理論化・モデル化 

実務　翻訳プロセス・規範・コンピテンスを考慮したモデルの提供 
　　　翻訳品質要求に対応した部分プロセス・モデルによる適材適所翻訳 
　　　自動化技術を既存の翻訳支援システムに接続するAPIの提供 
　　　➡　品質要求に応じた翻訳実務の最適化、拡大する翻訳ニーズへの適切な対応 

教育　翻訳コンピテンスと規範の体系的転移を可能にするメタ言語の構築 
　　　標準翻訳教育環境の開発と公開・提供 
　　　➡　翻訳教育の質を確保した規模拡大の基盤を提供 

技術　機械翻訳における「X文Y訳」から翻訳への移行 
　　　できること・できないことが一貫し人間と共有可能な自動処理 
　　　既存の翻訳支援システムに組み込めるAPIでの処理モジュールの提供 
　　　翻訳実務に組み込める自動処理技術の定義と開発、テストセットの公開 
　　　➡　次世代翻訳技術の課題設定と技術開発、信頼できる実応用範囲の拡大 

社会還元　関与するアクター・社会全般での翻訳リテラシーの涵養 
　　　➡　翻訳の理解・機械翻訳の適切な利用による翻訳過誤の回避 
　　　➡　「グローバル・コミュニケーション計画」（総務省）理念の展開 
　　　　　「翻訳バンク」（総務省＋NICT）の高度活用 
　　　　　多言語コミュニケーション一般への示唆

成果と展望
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